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子どもの歳時記
ズ
グ
リ
ま
わ
し

心
お
き
な
く
遊
び
ほ

う
け
た
時
期
が

だ
れ
に
も
あ
る
。
写
真
の
ズ
グ
リ
は
、

三
月
に
開
か
れ
た
「
世
代
交
流
会
Ｌ（

農

業
改
良
普
及
所
主
催
）
で
、
む
か
し
の

・
　一
　φ
　一
　・
　・

オ
モ
チ

ヤ
ツ
コ

と
し
て
展
示
さ
れ
た
も

の
で
す
。
こ
の
交
流
会
で
は
高
齢
者
や

婦
人
が

む
か
し
の
手
づ

く
り
の
遊
び
を

子
ど
も
た
ち
に
紹
介
し
ま
し
た
。

『
雪
に
と
っ

か
と
す

お
り
、
ズ
グ

リ

の
ヘ
ソ
や
側
面
で

雪
を
て
か
て
か
に
光

る
ま
で
こ
す
る
。
よ

く
っ

ば
を
は
き
か

け
な
が
ら
み
が
い

た
り
も
し
た
。
そ
こ

に
勢
い
よ
く
ズ
グ
リ
を
回
し
て
競
争
が

始
ま
る
。

ズ
グ
リ
の
勝

負
に
は
、
長
時
間
回
し

て
勝
負
を
競
う
「
ズ
グ
リ
ま
む
し
」
と
、

回
し
な
が
ら
相
手
を
は
ね
飛
ば
す
「
ズ

グ
リ
ぶ
つ

け
」
が
あ
っ
た
。
早

く
倒
れ

た
り
、
は
じ

き
出
さ
れ
た
ズ
グ
リ
は
、

参
加
者
全
員
に
ぶ
っ
っ

け
ら
れ
る
。
あ

り
っ
た
け
の
力
で
ぶ
つ
け
ら
れ
る
も
の

だ
か
ら
、
木
質
の
よ

く
な
い
ズ
グ
リ
は
、

ま
っ
二
つ
に
割
れ
て
し
ま
う
。

競
争
の
と
き
に
は
、
ル

ー
ル
も
ち
や

ん
と
自
分
た
ち
で
っ

く
っ

た
い

4月・５月
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●
わ
が
村
の
予
算

十
六
億
七
千
七
百
万
円

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

わ
が
村
の
昭
和
五
十
六
年
度
当

初
予
算
の
編
成
作
業
は
、
一
月
中

旬
か
ら
始
ま
り
、
約
二
か
月
間
に

わ
た
る
検
討

、
審
議
の
結
果
、
三

月
十
六
日
の
議
会
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

昨
年
の
予
算
編
成
当
時
と
同
様

に
、
景
気
動
向
が
思
わ
し
く
な
い

こ
と
と
、
国
が
赤
字
国
債
の
減
額

を
は
か
る
と
い

う
要
因
も
あ
っ
て
、

本
村
の
財
政
運
営
も
、
か
な
り
き

び
し
い
状
況
で
す
。

具
体
的
に
は
、
昭
和
五
十
五
年

度
の
当
初
予
算
が
約
十
九
億
六
千

四
百
万
円
の
収
入
に
対
し
、
今
年

度
は
十
六
億
七
千
七
百
万
円
に
減

少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
の

交
付
金
や
補
助
金
が
伸
び
て
い
な

い
こ
と
に
原
因
が
あ
り
ま
す
。

予
算
は
行
政
の

設
　

計
　

書

予
算
は
、
個
人
の
家
庭
で
も
、
国

の
財
政
で
も
、
金
銭
的
な
動
き
を
み

る
場
合
は
同

じ
で
あ
る
と
考
え
て
よ

い
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
一
定

の
収

入
を
金
銭
で
得
て
、
そ
れ
を
何

か
の

目

的
の
た
め
に
支
出
す
る
こ
と
が
、

同

じ
と

い
う
こ

と
で
す
。

し
た

が
っ
て
、
私
た
ち
の
家
庭
と

同
様
に
、
収
入
が
少
な
く
な
っ

た
り

同

じ
収
入
金
額

で
も
物
価
高
が
あ
っ

た
り
す
る
と
、
昨
年
と
同
じ
事
業

が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
ま
っ
た
く
同

じ
だ
と

い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
や

村
の
場
合
、
公

の
権
力
作
用
に
よ
っ

て
収
入

が
あ
っ
た
り
、
支
出
さ
れ
た

り
す
る
こ
と

が
多

い
の
で
す
。
こ
こ

が
個
人
と
村

の
財
政
で

は
大
き
く
違

う
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
村

の
金
銭
収
支
の

一
年
間
の
予
定
的
計
画
書
を
作
成
す

る
の

が
予
算
書
の
編
成
で
す
。

村
の
場
合
、
予
定
（
予
算
）
に
な

い
も
の
は
支
出
で
き
な
い
　（
施
行
で

き
な

い
）
　こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

が
、
す
べ
て

の
行
政
は
予
算
か
ら
始

ま
り
、
予
算

は
行
政
の
設
計
書
と
も

い
わ
れ
る
根
拠
で
す
。

進行中の蓬田川災害普旧工事（昭和54～）

予
算
内
容
（
１
）

歳
　
　
入

１
・
村
　
　
税

村
税
と
は
、
村
民
税
、
固
定
資
産

税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
、
六
つ
の
税

を
指
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
約

九
千
九
百
万
円
で
、
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●議会広報 の発行

●総務管理・ 財政　 ●選 挙管理

●統計　 ●徴 税　　 ●戸 籍

●社会福祉　 ●国民年 金

●保育所・ 児童館・ 老人憩の家

●予防接種　 ●公 衆浴場 運営
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●農村総合整備 モデル事業

●玉松海水浴場整備

●蓬田村観光協 会補助 金

●公営住宅 建設　 ●村道整備

●蓬田 川災害復旧関連工 事

●防 火水槽建 設　 ●驚鐘 台建 設

●ポンプ 自動 車購入

●幼稚園・小学 校・中学校管理

●社会教育 費　 ●保 健体育費

●河 川災害復旧工 事

●道路災害復旧工 事

●元 金　 ●利 子

●予備 費

'`●

地方交付税

624,617千円

(37.2%)

国庫支出金

520,016千円

(31%)

県支出金

150,662千円(9％)

村　 債

164,600千円(9.8%)

村税99,096千円(5.9%)

その他118,541 千円(7.1％)

合計1,677,532 千円Xd

42,857千円

183,816 千円

134,782千円

50,866千円

526千円

342,309千円

3,319千円

290,766千円

54,548千円

148,162千円

326,202千円

86,134千円

13,245千円

合計　1,677,532千円

一般会計

収
入
金
額
の
五
・
九
％

に
あ

た
り
ま

す
。
こ
の
税
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、
村

が
独
自
の
事
業
を
実
施
で
き

る
こ

と
に
な
り
、
財
政
力
指
数

が
高

く
な
り
ま
す
。

２
・
地
方
交
付
税

こ
れ
は
、
国

が
村
の
経
常
的
な
収

入
と
支
出
の
差
額
分
（
赤
字
分

）
を

一
定

の
算
式
に
よ
っ
て
補
う
た
め
に
、

村
に
交
付
す
る
も
の
で
す
。

ね
ら
い
は
、
村

の
財
源
保
障

と
財

源
調
整
制
度
で
あ
り
、
使
い
み
ち
に

補
助
金

の
よ
う
な
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん

が
、
不

当
使
用

は
で
き
ま
せ
ん
。

昭
和
五
十
六
年
度

は
、
予
定

と
し

て
約
六
億
二
千
四
百
万
円
交
付

さ
れ

ま
す
。
収
入
金
額
の
三
七
・
二
％
を

占
め
、
国
県
補
助
金
に
次
い
で
大
き

な
比
率

と
な
っ
て
い
ま
す
。

３
・
国
県
支
出
金

国
や
県

が
村
の
行
う
事
業
に
対
し

て
支
出
す

る
金
銭
を
、
国
庫
支
出
金
、

県
支
出
金

と
言
い
ま
す
。
こ
れ
に
は

〈
負
担
金

・
補
助
金

・
委
託
金
〉

が

あ
り
ま
す
。

今
年
度

は
約
六
億
七
千
万
円

で
収

入
金
額
の
四
〇
％

に
あ
た
り
ま
す
。

こ
れ
は
村
財
政
の
中
で

、
い
ち

ば
ん

大
き
な
収
入
で
す
。

４
・
村
　
　
　
債

文
字
の
と
お
り
、
村
の
債
務
（
借

金
）
の
こ
と
で
す
。

村

が
特
定

の
事
業
を
施
行
す
る
と

き
、
お
金

が
不
足
す
る
た
め
、
国
や

郵
便
局
、
国
民
年
金
、
銀
行

か
ら
借

入
れ
を
し

て
、
将
来
そ
の
借
金
を
返

済
す
る
も
の
で
す
。

五
十
六
年
度

の
予
定
額
は
、
約
一

億
六
千
四
百
万
円
で
す
。

収
入
金
額
の
大
き
な
も
の
を
、
概

略
的
に
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の

他

に
も
、
〈
使
用
料
・
手
数
料
・
分

担
金
・
負
担
金
〉
な

ど
、
私
た
ち
に

関
係

の
あ
る
収
入
項
目
も
あ
り
ま
す
。

こ

れ
ら
を
総
計
す

る
と
、
今
年
度

当
初
予
算
の
収
入
は
、
約
十
六
億
七

千
七
百
万
円
に
な
り
ま
す
。

予

算

内

容

②

歳
　

出

村

が
行
う
事
業
に
は
、
道
路
、
河

川
、
牧
場
、
教
育
施
設
整
備
な
ど
の

建
設
事
業
と
、
選
挙
事
務
、
統
計
事

務
、
国
民
年
金
、
老
人
福
祉
事
務
な

ど
の
よ
う
な
非
建
設

的
事
業

が
入
り

混
じ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
実
施
す
る
た
め

に
は
、
人
件
費
や
物
の
購
入
費
、
あ

る
い
は
工
事
請
負
費

と
し
て
支
出

さ

れ
、
予
算
の
実
行
と
な
り
ま
す
。

こ
こ
に
、
今
年
度

の
主
な
事
業

を

取

り
上

げ
て
み
ま
す
。

●
総
務
費

村
勢
要
覧
を
発
行

建
設
事
業
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ

る
の
は
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ

ー
の
設
置
が

あ
り
ま
す
。

総
務
費

の
中
に
は
、
役
場
の
財
産

管
理
の
経
費
・
徴
税
費
・
戸
籍
・
統

計
調
査
・
交
通
安
全
対
策
・
選
挙
管

理
費
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
運
行
に
必
要

な
経
費
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
特
に
、

。村

勢
要

覧
″
の
発
行

が
目
玉

に
な
っ
て

い
ま
す
。

総
務
費
の
支
出
合
計
は
約
一
億
八

千
三
百
万
円
で
す
。

●
民
生

費

福

祉

に

重

点

前
年
度
は
、
保
育
所
の
建
設
事
業

が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
、
そ
れ

ほ
ど
大
き
な
建
設
事
業
は
予
算
化
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。防
犯
燈
設
置
、
保
育

所
前
庭
整
備
事
業

が
主
な
も
の
で
す
。

民
生
費
の
中
で
は
、
老
人
福
祉
費
、

児
童
館
や
保
育
所
、
老
人
憩

の
家
の

運
営
管
理
費
な
ど
が
あ
り
、
福
祉
関

係
が
大
半
を
占
め
て

い
ま
す
。

民
生
費
の
支
出
合
計
は
約
一
億
三

千
四
百
万
円
で
す
。
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●
農
林
水
産
業
費

農
村
基
盤
の
整
備

主
な
建
設
事
業
は
、

・
草
地
開
発
事
業

・
農
道
整
備
関
係
事
業

・
老
朽

た
め
池
整
備
事
業

・
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業

・
部
分
林
下
刈
り
　

・
治
山
工

事

・
陸
奥

湾
ク
リ
ー
ン
ア

ッ
プ
事
業

な

ど
約
一
億
一
千
四
百
万
円
で
す
。

ほ
と
ん
ど
が
、
農
業
関
係
の
予
算
で

占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

建
設
事
業
以
外
で

は
、
農
業
委
員

会
費
、
水
田
利
用
再
編
対
策
費

、
農

業
後
継
者
対
策
費
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

前
述
の
事
業
と
合
わ
せ
る
と
、
農

林
水
産
業
費
の
支
出
合
計
は
、
約
三

億
四

千
二
百
万
円

。
歳
出
全
体
の
二

〇
％

を
占

め
、
村
政
運
営
の
中

で
、

も
っ
と
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

●
土
　

木
　
費

公
営
住
宅
の
建
設

昨
年

と
同
じ
く
、
災
害
関
連
費

が

大
き
く
約
九
千
七
百
万
円
。
そ
の
他

村
道
改
良
舗
装
工
事
費
や
漁
港
整
備

費
。
除
排
雪
関
係
で
は
、

ロ
ー
タ
リ

ー
除
雪
車
の
購
入
を
予
定
し
て
い
ま

す
。今

年
度
の
重
点
事
業
と
し

て
、
公

営
住
宅
建
設
事
業
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
に
伴
う
給
水
設
備
、
側
溝
整
備
も

見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

土
木
費
の
支
出
合
計
は
約
二
億
九

千
万
円
で
す
。

●
消
　

防
　
費

警
鐘
台
を
新
設

消
防
施
設
の
整
備

と
し
て
、

・
防

火
水
そ
う
新
設
　

三
基

・
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
　

匸

口

・
警
鐘
台

建
設
　
二
台

を
予
算
化
し
て
い
ま
す
。

村
内
に
は
八
つ
の
分
団

が
あ
り
、

地
域

の
防
火
対
策
、
住
民
の
暮
ら
し

の
安
全
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
消

防
機
構
運
営
の
た
め
に
、
約
三
千
六

百
万
円
予
定
し

て
い
ま
す
。

消
防
費
の
支
出
合
計
は
、
お
よ

そ

五
千
四
百
万
円

。
全
体
の
ご
丁

三
％

に
な
り
ま
す
。

●
教
　
育
　

費

学
校
教
育
・
社
会
教
育

建
設
事
業
と
し
て

は
、
小
学
校

と

中
学
校
の
体
育
館
屋
根
塗
装
工
事

と

小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
工

事
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
に
は
約
九
百
五
十
五

万
円
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
村
民

の

要
望

が
高
い
村
民
体
育
館
に
つ
い
て

は
、
現
在
建
設
用
地
の
購
入
を
進

め

て
い
ま
す
。

蓬
田
村
は
、
幼
稚
園
・
小
学
校
・

中
学
校

が
一
村
一
校
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
教
育

環
境
、
施
設
の
整
備
を

は
か
り
な

が
ら
、
児
童
・
生
徒

の
基

礎
学
力
の
充
実
、
体
力

づ
く
り
に
力

を
入

れ
て
い
ま
す
。

・
小
学
校
費
　
約
二
千
百
万
円

・
中
学
校
費
　
約
一
千
八
百
万
円

・
幼
稚
園
費
　
約
一
千
二
百
万
円

・
教
育
総
務
費
　

約
二
千
六
百
万
円

社
会
教
育
の
重
点
目
標
と
し
て
は
、

家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
・
行
政
機

関

の
連
携

が
と
れ
た
、
総
合

的
生
涯

教
育
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

・
社
会
教
育
費
　

約
三

千
万
円

・
保
健
体
育
費
　

三
千
八
百
万
円

教
育
費
の
支
出
合
計
は
お
よ
そ
、

一
億
四
千
八
百
万
円
で
、
歳
出
全
体

の
八
・
八
％

を
占

め
て
い
ま
す
。

●
災
害

復
旧
事

業
費

蓬
田
川
の
災
害
復
旧

蓬
田
川
災
害
復
旧
事
業
費
が
、
三

億
二
千
二
百
万
円
で
、
現
在
河
川
の

復
旧
工

事
を

進
め
て
い
ま
す
。

こ

の
ほ
か
の
小
災
害
経
費
を
合
計

す
る
と
、
約
三
億
二
千
六
百
万
円
で

全
体

の
一
九
・
四
％

を
占
め
ま
す
。

こ

の
比
串
は
、
農
林
水
産
業
費
に
つ

ぐ

、
二
番
め
の
も
の
で
す
。

●

そ
　

の
　

他

こ

れ
ま
で
説
明
を
し
た
ほ
か
に
、

議
会
費
・
労
働
費
・
公
債
費
・
予
備

費

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
す
べ
て
を

合
計
す
る
と
、
今
年
度
当
初
予
算
の

支
出
は
、
約
十
六
億
七
千
七
百
万
円

に
な
り
ま
す
。

村

の
予
算
は
、
必
ず
確
定
し

た
お

金
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
出
に
当
て

る

こ

と
に
な
る
の
で
、
赤
字

が
な
い
の

が
原
則
で
す
。

ほ
と
ん
ど
概
略
的
で
、
説
明
不
足

の
点

が
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
こ
こ

で
取
り
上
げ
た
こ
と
は
、
す
べ
て
村

民
一
人
一
人
に
何
か
の
形

で
か
か
わ

り
合

い
を
持
っ
て

い
る
内
容

で
す
。

よ
り
よ
い
生
活

と
活
気
あ
る
村

づ
く

り

の
た
め
に
、
み
な
さ
ま

の
協
力
を

お
願

い
し
ま
す
。

田

植
え
の
体
験
学
習
を
す
る
小
学
生

わが村の予算 4
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●
小
館
遺
跡
の
住
人
た
ち

縄
文
人
の
埋
葬
思
想

小

館
遺

跡

は
、
縄

文
時

代

後
期

の
集

落

跡
（
今

か
ら

約
四
千

年

前

）

と
平

安
時

代
の
複

合
遺

跡
で
あ
る
。

こ
こ

か

ら
写

真

の

よ
う

な
墓

の
跡

が
み
つ

か
っ

た
。

ロ
ー

ム
層

（

か

べ
土

）

を
長
方

形

に
掘
っ

た

も
の

で

、
ち
ょ

う

ど
大
人

が
ひ

ざ
を
か

か
え

て
入

る
こ

と

が
で

き
る

。

埋

葬
様

式

は
屈
葬

で

あ
る

。
写

真
①

の

ポ
ー

ル
の
先

は

、
北

を
指

し
て

い

る
。
頭

は
北

東
を

向

い
て

い
る
。
今

の
北

ま

く
ら

の
よ
う

な

も

の
で

あ
る
。

ロ
ー

ム
層

は
強

い

酸
性

土

の
た

め
、
長

い
年

月

の
間

に
人
骨

は
腐

食
し

、

な
く

な
っ

て

し

ま

っ
た

。

小
館

遺

跡
か

ら

は
、
写

真

の
よ

う

な
長

方
形

の
墓

の
ほ
か

に
、

フ

ラ
ス

コ
型

の
墓

も
発
見

さ
れ

た
。

フ
ラ
ス
コ
の
よ
う

に
入

口

は
狭

く
、

底

は

広

い
。
深

さ

は
一
片

ぐ
ら

い

あ
る

。
大
人

が
し

ゃ

が
ん
で
座

る

と
、

地
表

か
ら

は
見

え
な

い
。

屈
　
葬
　

と

死
者
へ
の
恐
怖

墓
の
中
に
横
だ
わ
っ
て
い
る
人

骨
の
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
早
く
か

ら
気

づ
か
れ
て
い
た
が
、
大

き
く

屈
葬
と
伸
葬
（
伸
展
葬
）
と
が
あ

屈
葬
は
わ
が
国

だ
け
に
限
ら
な

い
が
、
縄
文
時
代
に
多
く
と
ら
れ

た
特
徴
的
な
埋
葬
姿
勢
で
あ
る
。

屈
葬
の
理
由
に
は
、
墓
穴
を
掘
る

労
力
と
場
所
の
節
約
と
す
る
説
、

胎
児
の
姿
勢
を
と
っ
て
再
生
を
願

う
と
い
う
説
、
死
霊
の
再
帰
迷
奔

を
防
ぐ
説

が
出
さ
れ
て
い
る
。
ど

れ
が
あ
た
っ
て
い
る
か
は
、
ま
だ

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

埋

葬

の
形
態

に

は
、

胸
部

に
石

を
置

き
両
手

で

こ

れ
を
抱

い
た
、

「
抱
石

葬
」
や

、
頭
部

に
深

鉢

を
か

ぶ
せ

た

ふ
毀
磁

葬
」

も

み
う

け
ら

れ

る
。
抱
石

葬

は
死

者

の
悪

霊

が

現
世

に
再
帰

し

、
病

気

、
災
害

な

ど
が
生

ず
る

の
を
恐

れ

た
措
置

と

思

わ
れ

る
。
甕

被
葬

は

、
五

体

の

う
ち

で
も

っ

と
も
重

要

な
頭

部

の

保
護

、
霊
魂
不

滅

の
よ
う

な
思

想

か
ら

発
し

た
と

考
え

ら

れ
る
。

古
代

人

の

い
ず

れ
の
埋

葬
方

法

を
み

て
も

、
死
者

に
対

す

る
恐

怖

が
相
当

に

強
か

っ
た
こ

と

を
物

語

っ
て

い
る

。
死

体
処

理

の
う
え

に

一

定

の
型
式

が
存

在
す
る
こ
と
は
、

た

だ
処
置

の
し

か

た
と
解

釈
す

る

だ
け

で
な

く
、

当
時

の
特
異

な
埋

葬

思
想

で

あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

そ
れ

は
、
生

活

の
た

め
に

食
糧

が

欠

か

せ
な

い
の

と
同

じ
よ

う
に

、

生

活

と
き

り
は

な
す

こ
と

が
で

き

な

い
信

仰

と
思

わ

れ
る
。

写

真

の
墓

は

、
現
在

蓬
田

村

で

い
ち
ば
ん
古
い
墓
で
あ
る
。
ど
ん

な
人
が
埋
葬
さ
れ
た
か
は
わ
か
ら

な
い
が
、
蓬
田
村
の
豊
か
な
海
の

幸
、
山
の
幸
を
満
喫
し
て
一
生
を

終
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

郷土の歴史5

②
写
真
の
よ
う
に
死
者
を
埋
葬
し
た
。

①

小
館
遺
跡
か
ら
み
っ
か
っ
た
墓
穴
。

郷土の歴史



あ
た
ら
し
い
先
生
が
た
を

こ
紹
介
し
ま
す

校　　長

伊 勢　 正(57)

①

前
任

校

平

内

町

立
山

口
小

学

校

②

現
住

所
　

蓬
田

村
大
字

郷

沢

字
浜

田

コ
ニ
ハ

③

蓬
田

村
の

印
象

・
抱

負

川
内

町

の
中
学

校

に
い

た
と

き

か
ら
聞

い
て

い
ま
し

た

が
、
改

め

て

本
村

の
教

育
熱

の
高

さ
に

驚

き

ま
し

た
。

去

る
四

月
七

日

の
入
学

式

に

は
村
長

さ

ん
、
議

長

さ
ん

は

じ
め

、
数
十
名
’の
来

賓

が
出
席

し

、

新

入

生
を

お
祝

い
し
励

ま
し

て

く

れ
ま
し

た

。

教
職

約
三

〇
年

。

ほ
と

ん

ど
中

学
生

と
と

も
に
過

ご
し

て

き
た

の

で
、
山

口
小

か
ら

こ
ち

ら
に

来
て

、

若

々
し

い
あ

い
さ
つ

の
よ

い
蓬
中

生
に
会

え

て
、

魚

が
水
を

得
た
思

い

が
し

ま

す
。

目

標

が
小

さ
け

れ

ば
、

努
力

も

小

さ
い
で
し

ょ

う
。
伸

び
盛
り

の

中

学

生
を
相

手

に
し

て
、

こ

ん
な

こ

と
は
犬

き
ら

い
で

す
。

郡
一

、

県

匸

日

本
一

を
目
指

し

、
そ

れ

を
実
現

さ
せ

る
た

め
に
職
員

の
総

力

を

あ
げ

て
取

り
組

み
た

い
と
思

い
ま

す
。

④

趣
味

・
特

技

野
鳥

の
生
態

観
察

・
写

真

①
前
任
校

平
内
町
立
浦
田
中
学
校

②
現
住
所
　
青
森
市
北
金
沢
二
丁

目
一
九
の
一
七

③
蓬
田
村
の
印
象
・
抱
負

私
は
今
別
の
出
身
で
す
。
し
か

も
束
郡

だ
け
し
か
歩
い
た
こ
と
が

教　　諭

な
い
か
ら
、
中
体
連
や
研
究
会
で

い
つ
も
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。
外

観
の
よ
う
す
は
、
今
さ
ら
驚
く
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

赴
任
早
々
、
温

か
く
迎
え
て
く

れ
た
村
や
教
委
の
み
な
さ
ん
。
親

切
な
先
生
方
、
あ
い
さ
つ
を
忘
れ

な
い
生
徒
た
ち
。
蓬
田
村
の
一
村

一
校
の
願
い
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、

が
ん
ば
る
つ
も
り
で
す
。

④
趣
味
・
特
技

植
物
採
集
・
野
球

工
作
（
日
曜
大
工
程
度
）

木 村 定 －(51)

教　　諭

三上雅 子(44)

①
前
任
校

北
郡
中
里
町
立
中
里
中
学
校

②
現
住
所
　
青
森
市
安
田
近
野

一
五
五
の
ニ

ー

③
蓬
田

村
の
印
象
・
抱
負

朝
の
あ
い
さ
つ
。
職
員
室
へ
の

出
入
り
の
礼
儀
。
よ
く
身
に
つ
い

て
い
る
子

ど
も
た
ち
だ
と
感
心
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
よ
り
も
何
よ
り

も
驚
い
た
の
は
、
朝
六
時
半
過

ぎ

登
校
、
七
時
か
ら
部
活
動
練
習
と

い
う
こ
と
で
す
。

始

業
式
以

来

十
日

ほ

ど
に

な
り

ま
す

が
、
廊
下

で
四

、
五

人

の
生

徒

と
話
を

し
ま

し

た
。

「
高

根

は
広
瀬

か

ら
三

キ

ロ
ぐ

ら

い
だ

ビ
ョ

ン
。
」

「
生

徒
全

部
で

士
五

人
ぐ

ら

い

だ

ビ
ョ

ン
。」

「
先

生

、
中

学

校

サ
来
ネ

デ
、
高

根

の
方

ま
で

、

マ

ヂ
ガ

ッ
テ

行

っ

た
っ

て
？
（

「

…

…

。
」

明

る
く
笑

う
顔

に
親
し

み

を
感

じ

ま
す

。

と
に

か
く
楽
し

い
学
校

生

活

を

送
り

た

い
と
思

い
ま

す

。

④

趣
味

・
特

技

特

に
あ

り
ま

せ

ん

が
、
和

紙
で

つ
く

る
紙

人
形

に
少

々
時

を

か
け

た
こ

と

が
あ
り

ま
す

。

①
前
任
校
　
下
北
郡
東
通
村
立

砂
子
又
中
学
校

②
現
住
所

蓬
田
村
大
字
広
瀬
字
坂
元
二
五

③
蓬
田

村
の
印
象
・
抱
負

小
学
校
と
中
学
校
、
そ
し
て
、

幼
稚
園
ま
で
も
い
っ
し
ょ
の
小

さ

教　　諭

今　 祐 治(27)

な
山
の
学
校
か
ら
来
ま
し
た
。

蓬
田
中
学
校
は
、
と
て
も
部
活

動

が
盛
ん
で
、
熱
心
に
指
導
す
る

先
生
方
も
多
く
、
活
気
に
満
ち
た

学
校
だ
な
あ
と
い
う
印
象
を
う
け

ま
し
た
。

ど
う
ぞ
み
な
さ
ん
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

④
趣
味
・
特
技

寝
る
こ
と
と
食
べ
る
こ
と
。。

講　　師

加藤たい子(24)

①

前
任

校

今

別
町

立

表
月
中

学
校

②

現
住

所
　

蓬

田
村

大
字

郷

沢
字

浜

田

コ

ニ
六

の
五

七

③

蓬
田

村
の

印

象
・
抱

負

学

校

を

は
じ

め
、
公
共

の
建
物

が
り
っ

ぱ
な

こ
と

に
驚

き
ま
し
た
。

生

徒

に
つ

い
て

は
、
恵

ま

れ

た

環

境
の
中

で

勉
強

、
ス

ポ
ー

ツ
、

さ
ま

ざ
ま
な

こ
と

が
で

き
る
の
で
、

う

ら
や

ま
し

い
な

あ
と
思

い
ま
し

た

。私

は

音
楽
し

か

教
え
ま
せ
ん

が
、

生
徒

が
持

っ
て

い
る
音
楽

的
才

能

を

、
こ

の
一
年

で
可

能

な
限

り
引

き
伸

ば
し

て

や
れ

る
よ
う

に

努
力

し
ま

す

。

④
趣

味
・
特

技

レ
コ

ー
ド

鑑
賞

室

内

の
装
飾

噺任の先生紹介 6
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校　　長

戎　　　昭(53)

①
前
任
校

青
森
県
教
育
セ
ン
タ
ー

②
現
住
所
　

青
森
市
筒
井
字
ハ

ツ

橋
四
〇
三

の
八

③
蓬
田

村
の
印
象
・
抱
負

四
一
七
人
の
子
ど
も
た
ち
を
あ

ず
か
っ
た
も
の
の
、
赴
任
し
て
日

も
浅
く
、
一
人
一
人
の
名
前
と
顔

を
覚
え
る
た
め
、
い
っ
し
ょ
う
け

ん
め
い
に
な
っ
て
い
る
こ
の
ご
ろ

で
す
。
ま
あ
、
運
動
会
ま
で
に
は

○
○
君
、
○
○
さ
ん
と
声
高
く
呼

べ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

次
に
考
え
る
の
は
通
学

バ
ス
利

用
の
こ
と
で
す
。
子

ど
も
た
ち
の

学
校
で
の
生
活

が
極
端
に
制
限
さ

れ
て
い
る
た
め
、
こ

れ
を
ど
の
よ

う
に
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
か
と
い

う
こ
と
で
す
。

先
生
方
と
子

ど
も
た
ち
と
遊
ん

で
し
ま
う
こ
と
、
落
ち
こ
ぼ
さ
れ

そ
う
な
子

ど
も
へ
の
力
添
え
（
補

習
）
な
ど
、
子

ど
も
を
中
心
に
し

て
、
一
つ
一
つ
改
善
し
た
い
と
、

資
料
を
整
え
に
ら
め
っ
こ
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

空
気
の
う
ま
い
小
館
野
原
に
、

健
康
で
明
る
い
子

ど
も
た
ち
の
声

が
こ
だ
ま
す
る
日
を
願
っ
て
努
力

す
る
心
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

④
趣
味
・
特
技

古
典
の
鑑
賞

教　　頭

木村 清次(54)

①
前
任

校

蟹
田
町

立
小
国

小

学
校

②
現

住

所
　

蓬
田
村

大
字
阿

弥

陀

川

字
汐
干

一

九
八

③
蓬
田

村

の
印

象

・
抱

負

『
我

が
行

く
道

は
こ

の
道
よ

り

な
し

、

こ
の

道
を
歩

く

。
』

こ

れ

は
武
者
小

路
実

篤
氏

の
こ

と

ば
で

す

が
、
若

い
こ
ろ

の
私

の
心
を

と

ら
え

て

は
な

さ
な

か
っ

た
。

以

来

、
一
筋

に

教
育

の
道

を
歩

く

こ
と

を
決
心

し

、
こ

つ
こ

つ
と

か
み
し

め
な

が
ら

歩

い
て
き

た
。

か

み
し

め

れ
ば

か
み
し

め
る
ほ
ど
、

こ

の
道

の
味

わ

い
の
深

さ
に

感
動

し

、
歩

け

ば
歩
く

ほ

ど
道
は
遠
く
、

一

生
涯

歩

き
続
け

て
も

な
お

遠

い

道

で

あ
る
こ

と
を

知
っ

た
。

そ

れ

で
も

私
は
こ

の
道

を
歩

き
続

け

た

い
。

④
趣

味

・
特
技

・
へ

た
の
よ

こ

ず
き

で
す

が
、

ス

キ
ー

。
今

か
ら
雪

が
降

る
の
を
楽

し

み

に
し

て

い
る
。

・
山
菜
と
り
と
い
う
よ
り
も
山
を

歩
く
こ
と
が
好
き
で
す
。
あ
の
大

自
然
に
包
ま
れ
る
と
心
が
洗
わ
れ

る
思
い
が
し
ま
す
。

教　　諭

伊勢 サキ(52)

①
前
任
校

平
内
町
立
小
湊
小
学
校

②
現
住
所

蓬
田
村
大
字
郷
沢
　
教
員
住
宅

③
蓬
田

村
の
印
象
・
抱
負

ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
。
私
も

ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
若

い
気
持
ち
で
精

い
っ

ぱ
い
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

あ
る
日
の
こ
と
、
子

ど
も
が
こ

ろ
ん
だ
の
で
着

が
え
を
さ
せ
て
帰

し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
ご
て
い
ね

い
に
、
お
か
あ
さ
ん
か
ら
お
礼
の

電
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
た
り
前
の
こ
と
な
の
に
、
な

ん
だ
か
心
あ
た
た
ま
る
な
ご
や
か

な
気
分
に
な
り
ま
し

た
。
転
任
の

際
、
小
湊
の
人

が
蓬
田
は
情

が
厚

く
礼
儀
正
し
い
と
こ
ろ
と
言
っ
た

こ
と
を
思

い
出
し
ま
し
た
。

④
趣
味
・
特
技

料
理
を
作
っ
た
り
和
裁
が
好
き

で
す
。

教　　諭

丸尾 勝 年(43)

①
前
任
校

平
舘
村
立
石
浜
小
学
校

②
現
住
所
　

蟹
田
町
大
字
蟹
田
字

下

蟹
田
五
一
の

Ｉ

③
蓬
田
村
の
印
象
・
抱
負

教
育
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、

教
育
環
境
づ
く
り
に
村
当
局
が
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
す

を
、
教
育
懇
談
会
の
席
上
で
教
育

長
さ
ん
か
ら
う
か
が
い
、
本
当
に

心
強
く
感
じ
ま
し
た
。
教
育
に
対

す
る
関
心
の
高
い
村
で
学
ん
で
い

る
児
童
は
本
当
に
幸
せ

だ
と
思
い

ま
す
。

子

ど
も
た
ち
と
接
し
一
か
月
に

な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ど
の
子

も
元
気

が
よ
く
伸

び
伸
び
と
生
活

し
て
い
ま
す
。
た
だ
学
習
面
で
は

落
ち
着
き

が
な
い
た
め
、
お
話
を

よ
く
聞
け
な
い
子

ど
も
が
少
し
多

い
よ
う
に
感
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
物
事
を
筋
道
立
て

て
深
く
考
え
る
力

が
少
し
劣
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
面
の
指
導

を
重
点
的
に
進
め
、
学
力
向
上
に

微
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

④
趣
味
・
特
技

つ
り
・
庭
い
じ
り

事務・主事

浜 田　　力(24)

①

前
任

校

下

北

郡
大
間

町

立
大
間

小

学
校

②

現
住

所

青
森
市

子

刈
一
丁

目
一
〇

の
二

四

③
蓬
田

村
の

印

象

・
抱

負

四

年

間

の
下

北

で

の
生
活

を

終

え

、
念
願

か
な
っ

て
東

青

に
帰

っ

て

来

る
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

蓬
田

村

の
や
ま

せ

は
強

い
と

い

う

こ

と
で

す

が
、
前

に

い
た
大
間

は
も

っ
と
風

が
強

い
と
こ

ろ

だ
っ

た
の
で

、
風

の

強

さ
は
あ

ま
り

気

に
な

り
ま

せ

ん
。

蓬
田

小

学
校

に
来

て
、

い

き
い

き
と
し

た
子

ど
も

た
ち
を
見

て

、

「
よ

う
し

、

が
ん

ば
る

ぞ
／

」

と

い
う
気

持

ち

が
わ
い
て

き
ま

し

た
。

い
っ

し
ょ

う
け

ん

め

い
や
り

ま
す

の
で

、

ど
う

ぞ
よ

ろ
し

く
お

願

い
し
ま

す

。

④
趣

味

・
特
技

ス

ポ
ー
ツ

だ
っ

た
ら

、
見

る
の

も

や
る

こ
と

も
好

き
で

す
。
特

に

サ

ッ
カ

ー
は

、
現
在

青

森
市

の
サ

ッ
カ
ー

リ
ー

グ
に
出

場
し

て

い
ま

す

。
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婦人会議会傍聴記

3月13日・蓬田村議会定例会

久

し
ぶ
り
に
婦
人
会
員
十
数
名

が
、
三
月
の
定
例
議
会
を
傍

聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
村
民

を
代
表
し
て
の
一
般
質
問

は
、

ど
の

議
員
さ
ん
が
ど
の
よ
う
な
質
問
を
出

す

の
か
と
、
期
待
し
て
議
場
に
入
り

ま
し
た
。

二
八
〇
号
線

バ
イ

パ
ス
実
現
の
促

進
で
す

が
、
村

の
発
展

、
町
の
発
展

は
道
路
か
ら
と
い
う
こ
と
で
う
な
ず

け
ま
す
。

旧
小

学
校
跡
地
に
記

念
館
や
記
念

碑
を
建
て
後
世
に
残
し
た
い
の
は
。

私
た
ち
も
望
む
と
こ
ろ
で
す
。

議
員
さ
ん
に
は
、
い
い
質
問
を
し
た

い
と
い
う
熱
心

さ
が
あ
り
ま
す
。

年
四
回
開
か
れ
る
議
会
に
は
、
せ
め

て
一
度

は
質
問
者

と
し
て
登
壇
し
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。
議
員
と
し
て
立

候
補
し

た
と
き
の
勇
気
を
忘

れ
ず
に

前
進
願

い
ま
す
。

議

員
さ
ん
の
一
般
質
問
で
は
道

路
条
件
、
宅
地
問
題
、
幼

稚

園
な
ど
多
方
面
か
ら
質
疑
さ
れ
、
家

庭
に
引
っ
込
み

が
ち
な
私
た
ち
婦
人

に
は
得

る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

欲
を
言
え

ば
、
も
っ

と
議
論
し
て

も
よ
い
と
思
う
。

蓬

田
小
学
校
跡
地
に
記
念
碑
を

と
い
う
こ
と
で
す

が
、
必
ず

実
現
す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
同
窓

生
た
ち
が
そ
の
碑
に
語
り
か
け
、
幼

い
日
を
し
の

ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
。保

育
所
の
保
育

時
間
と
幼
稚
園
の

時
間
を
同
じ
に
す
る
よ
う
に
と
い
う

意
見

が
出
ま
し

た
。
保
育
所
は
厚
生

省
、
幼
稚
園
は
文
部
省
の
も
と
に
置

か
れ
て

い
る
こ
と
を
、
傍
聴
に
参
加

し
て
初

め
て
知
り
ま
し
た
。

二
八
〇
号
線
バ
イ

パ
ス
の
問
題
で

す
が
、
地
域
に
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と

は
、
ぜ
ひ
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
。
私

た
ち
の
代
表
者

た
ち
、

が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
。

国

道
二
八
〇
号
線
は
交
通

が
激

し
い
の
で

、
危
険
を
感
じ
て

い
ま
す
。
早
く
バ
イ

パ
ス
が
必
要
で

す
。村

長
さ
ん
か
ら

は
、
も
う
少
し
詳

し

い
説
明
を
聞

き
た
い
と
思

い
ま
し

た
。私

は
二
度
目

の
傍
聴
で
す
。
ま

ず
議
場
に
入
る
と
緊
張
し
て

し

ま
い
ま
し
た
。
議
員
の
質
問
に
対

し

、
村
長
さ
ん
た
ち

が
す
ぐ
答
弁
す

る
の
に
は
感
心
し
ま
し
た
。

議
会
を
傍
聴
し
て
み
る
と
、
選
挙

に
は
立
派
な
人
物
を
選
ん
で
議
会
に

送
る
べ
き
だ
と
強

く
感
じ
ま
し
た
。

話
題
の
広
場

母 ちゃんの

省エネ作戦
３月20日、中沢地区の婦人

たちが、家庭の省エネルギー

作戦として、電気のムダのな

い使い方と基礎知識を学ぶ講

習会を開きました。

会場の中沢公民館に集まっ

た25人ほどの婦人たちは、家

庭配線のしくみや電気器具の

安全な使い方、故障の原因と

修理、社会の中で電気が果た

す重要な役割などに耳を傾け

ました。

炊事や洗たくのとき、テレ

ビをつけっぱなしにしないこ

とも、消エネのポイントです

よ。

電気器具のコードも種類がいろいろあります。
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し

ば
ら
く

ぶ
り
の
傍
聴
で
、
身

の
引

き
し
ま
る
思
い
で
し
た
。

議
員
一
人
一
人

の
質
問

に
即
答
す
る

の
は
、
た
い
へ
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

蓬
田
村
の
将
来
に
対
応
で
き
る

ビ
ジ

ョ
ン
と
体
制
を
、

ぜ
ひ
企
画
し
て

ほ

し
い
も
の
で
す
。

幼
稚
園
の
時
間
帯
に
し
ろ
、
特
別

職
の
給
与
に
し
ろ
、
蓬
田
村
の
現
状

に
促
し

た
考
え
方
で
住
民
の
立
場

に

な
っ
て
審
議
を
進
め
て
ほ
し
い
し

、

そ

れ
が
住

み
よ

い
村
づ
く
り
に
つ
な

が
る
は
ず
で
す
。

議
会
の
広
報
は
、
住
民

と
議
会
、

村
政
を
つ
な
ぐ

パ
イ
プ
役
で
す
。
そ

の
任
務
は
大

き
い
と
思
う
し
、
私
た

ち
住
民
も
ど
ん
な
こ
と

が
議
案
と
し

て
取
り
上

げ
ら

れ
審
議
さ
れ
た
の
か

注
目
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

村
民
の
信
頼
に
こ

た
え
る
広
報
を
お

願

い
し
ま
す
。

答弁に立つ森村長。

蓬田村子ども会育成連絡協議会

新会長に越田久さん
４ 月４ 日に 開か れ た56年度 総会 で 、

越田 久 さ ん（ 瀬辺 地 ）が 、村 子 ども会

育 成 連絡 協議 会 の会長 に選 ばれまし た。

育 成会 は、青 少年 健 全育 成団 体の一

つ で ある子 ど も会 活動 を、 影か ら支 え

る大 きな 力で す。こ れ から は、 子ど も

会 を経験し た 高校生 リーダ ーの育 成や

指 導 者の養 成 を目指 し てい ます。

■役　　 員

会　長　越田　久（瀬辺地）

副会長　下山キミ（長科）

稲葉亮兵衛（高根）

理　事　石山慶子（広瀬）

清水幸子（蓬田）・小野弘子（郷沢）

坂本フヅ子（中沢）

監　事　森　ちぎ（阿弥陀川）

高田広子（郷沢）

会　計　佐々木博子（蓬田）

ふるさとの信仰 地 蔵

地
蔵

ぼ
さ
つ

は
、
地

獄

の
苦
し

み

に
落

ち
よ

う

と
し

て

い

る
亡
者

を
救

う

と
信

じ
ら

れ
て

い
る
。
人

々
は

、
地
蔵

さ
ま

に

い
ろ

い
ろ

な

願

い

を
か
け

る

。

病
気

や
災

難
を

代

わ
っ

て
負

っ

て

く

れ
る

「
身

代

わ

り
地

蔵
」

や

子

ど

も

が
健

康
に
育
つ
よ
う
に
「
子

育

て
地

蔵
」

と

、
特
定

の
名

称

が

つ

い
て

い

る
場
合

も

あ
る

。

地
蔵

さ
ま

は

、
部
落

は

ず
れ

の

祠

に
ま

つ
ら

れ
て

い

る
。

蓬
田

村

内

で
も

、
各

部
落

の

は
ず

れ
に

は

必

ず

と
い
っ

て

い

い
ほ
ど

、
地
蔵

さ
ま

の
祠

が
あ

る
。
も

と

も
と
村

境

に

は
、
部

落

に
悪

病

や
災

難

が

入

っ
て

こ

な
い

よ
う
に

す

る
、

サ

イ

の
神

の
信

仰

が
あ
っ

た

。
こ

れ

が
仏
教

の
地

蔵

ぼ
さ
つ

と
結

び
つ

き
盛

ん
に
信

仰

さ
れ
た

。

部
落

の
地

蔵

さ
ま

は
、
地

蔵
講

と
い
う
組
を
つ
く
っ
て
信
仰
さ
れ

て
い
る
。
中
・
老
年
の
婦
人

が
、

そ
の
構
成
メ
ン
バ
ー
と
な
る
。
婆

サ
マ
た
ち
は
ヤ
ド
（
宿
）
に
集

ま

り
、
経
文
を
唱
え
た
あ
と
、
持
ち

込
ん
だ
手
料
理
を
食
べ
な
が
ら
、

雑
談
を
楽
し
む
。

春
の
彼
岸
の
中
日
に
は
、
地
蔵

さ
ま
に
新
し
い
オ
セ
ン
ダ
ク
（
衣

裳
）
を
着
せ
る
。
赤
い
オ
セ
ン
ダ

ク
を
着
た
地
蔵
さ
ま
に
は
、
花
を

飾
り
つ
け
、
さ
ま

ざ
ま
な
供
え
物

を
し
て
供
養
す
る
。

地
蔵
さ
ま
の
顔
に
白
く
化
粧
し

た
も
の
を
よ
く
見
か
け
る
。
こ
れ

は
、
霊
力

が
現
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る
方
法
で
、
信
仰
の
対
象
に
魂

入
れ
を
す
る

｝
種
の
ま
じ
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。

●
写
真
　

高
根
部
落
地
蔵

（
参
考
・
県
立
郷
土
館
資
料
）
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行政機構が一部

変更になりなす

四
月
一
日
付
け
で
、
役
場
職
員

の

人
事
異
動

が
次
の
と
お
り
発
令

さ
れ

ま
し
た
。

今
回
は
円
滑
な
事
務
処
理
と
住
民

サ
ー

ビ
ス
を
目
指
し

て
、
行
政
機
構

の
一
部
を
変
更
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま

で
の
地
籍
調
査
事
務
が
農
林
水
産
課

か
ら
税
務
課
へ
、
戸

籍
事
務

が
民
生

課
か
ら
総
務
課
へ
移
り
ま
す
。

（
　

）
内

は
旧
任

■

退
職

者

●
佐
藤
喜
一
　
　（
民
生
課
長
）

■

課
長

級

●
税
務
課
長
　

田
中
勝
家
（
学
務
課

長
）

●
民
生
課
長
　

小
野
富
士
雄
（

税
務

課
長
）

●
学
務
課
長
　

中
川
信
義
（
社
会
教

育
課
長
）

●
社
会
教
育
課
長
　
中
村
幸
八
（
総

務
課
長
補
佐
）

一

課
長

補
佐

級

●
総
務
課
長
補
佐
　
田
中
　

武
（

農

林
水
産
課
長
補
佐
）

■

係
長

級

●
総
務
課
戸

籍
係
長
　

細
谷
幸
子

（
民
生
課
戸
籍
係
長

）

●
公

民

館

庶
務

係

長

兼

事
業

係

長

藤

本

富

美
子

（
蓬

田

保
育

所

）

●
農

林

水

産
課

産

業
係

長

古

川

正

隆

（
税

務

課

評
価

係

長

）

●
農

林

水

産
課

農

政

係

長

八

戸

通
正
（
農
水
・
産
業
振
興
係
長

）

●
税

務
課

地
籍

調

査

係

長

坂

本

重

雄

（
農

水

・

勧
業

係

長

）

●
総

務

課

財
政

係

長
　

久
慈

修

一

（
総

務

課
主

事

）

●
土

木

建

設
係

長
　

久
慈

義

明

（
民

生

課
国

民

健

康

保

険
係

長

）

●
税

務

課

評
価

係

長
　

青
木

昭

信

（
税

務

課
主

事

）

●
民

生

課
国

民

健

康

保

険
係

長

森
　

喜

寿
郎

（
民

生

課
主

事

）

●

蓬
田

保

育
所

主

任

保
母

猪
股

智

栄
子

（
保

母

）

■

主

事

級

・

民

生

課

主
事
　

高

田

京
子

（
蓬

田

児

童

館

）

●
税
務
課
主
事
　

坂
本
久
男
（
土
木

建
設
課
主
事
）

●
蓬
田
村
議
会
書
記
　

太
田

信
雄

（
総
務
課
主
事
兼
選
挙
管
理
委
員
会
）

●
総
務
課
主
事
兼
選
挙
管

理
委
員
会

工
藤
正
人
（
蓬
田
村
議
会
書
記
）

●
児
童
館
主
事
　
算
用
子

秀
子

（
公
民
館
主
事

）

●
税
務
課
主
事
　
芳
賀
　
作

（
農
林

水
産
課
主
事
）

●
出
納
室
主
事
　

坂
本
か
な
子
（
蓬

田
保
育
所
）

・

総
務
課
主
事
補
　
青
木
一
義
（
民

生
課
主
事
補
）

一

技

能
労
務

職

●
蓬
田
保
育
所
調

理
婦

青
木
百
合
子
（
給
食
セ
ン
タ
ー
）

■

新

採
用

●
土
木
建
設
課
主
事
補
　

小
石
健
一

●
農
林
水
産
課
主
事
補
　

佐
井
邦
彦

●
民
生
課
主
事
補
　
　
　

小

松
生
佳

●
蓬
田
幼
稚
園
教
諭
　
　

浜
田
季
子

行政相談委員紹介

■室谷　清（57）

■蓬田村大字蓬田

字汐越71の７

■電話　2210番

行政管理庁では、住民の行政 に対

す る苦情相談 とその解決 を手助 けす

る「行 政相談委員」 の制度を設け七

います。

当村では室谷清さんが今年４月か

ら委員に選 ばれました。道路や河川、

年金 、登記 のこ となど役所に対する

苦情や要望 を受け付けます。相談は

口頭 、電話、手紙のどれでもよく、

秘密 は守られます。 お困りの ときは

気軽にご相談ください。

愛 車 と

自動車税

自
動
車
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠

か
せ
な
い
、
必
需
品
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
こ

の
自
動
車
に
は
「
自
動

車
税
」

と
い
う
県
税

が
課
税

に
な
り

ま
す
。

自
動
車
税

は
、
毎
年
四
月
一
日
現

在
、
陸
運
事
務
所
に
車
の
所
有
者
と

し
て
登
録
さ
れ
て

い
る
方
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

車
を
ほ
か
の
人
に
譲
り
渡
し
た
り
、

車
を
下
取
り
に
出
し

た
と
き
は
、
名

義
変
更

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
車

を
解
体
し

た
り
、
使
用
し
な
く
な
っ

た
と
き
も
、
早
め
に
ま
っ
消
登
録
の

手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
登
録

手
続
き
を
忘

れ
る
と
、
思

い
が
け
な

い
負
担
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

登
録
手
続
き
は
、
次
の
と
こ
ろ
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
青
森
陸
運
事
務
所

登
録
資
材
課
（
電
話
○
一
七
七
－

三
四

―
○

匸
一
六
）

さ
り
げ
な
い
思
い
や
り
を

手
足

の
不

自

由
な

人

た
ち
に

と

っ
て

、
な

ん
で

も
す

ぐ
于

を
貸

し

て
く

れ
る

よ
り

も
、

し

ば
ら

く
は

そ

れ
と
な

く
見
守

っ

て

く
れ

る
方

が
、
あ
り

か

た
い
場

合

が
多

い
よ

う

で
す
。

一
般
的

に
手

足

の
不

自

由

な
人

が
困

る

の
は

、
天

候

の
悪

い
日

で

す

。
雨

の
日

、
風

の
強

い
日

、
雪

の
日

な

ど
は

、
か

さ
は
さ
せ
な
い
、

足

も

と
は
滑

り
や

す

い
、
そ

の
た

め
全
身

の

バ
ラ

ン
ス
を

失
っ

て
倒

れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
日
は
、
と
く
に
気
を
つ
け
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

乗
り
物
の
中
で
も
、
た
い
へ
ん

不
自
由
な
思

い
を
し
て
い
ま
す
。

席
は
、
出
入
り
口
に
近

い
方

が
よ

い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
奥
の
方
の
席
で
す
と
、
出
入

り
口
か
ら
そ
こ
へ
行
く
に
も
、
降

り
る
と
き
も
不

便
で
す
。

階
段
な
ど
で
車
い
す
の
上

り
降

り
を
手
伝
う
場
合
は
、
ま
ず
安
全

を
第
一
に
考
え
ま
し
ょ
う
。
一
人

で
無
理
な
と
き
は
、
周
囲
の
人

た

ち
に
協
力
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

介
助
す
る
場
合
は
、
ま
ず
、
ど

う
し

た
ら
よ
い
か
本
人
の
意
向
を

確
か
め
る
配
慮

が
必
要
で
す
。

障害者と

ともに②

ぎようせい 1

0

役場職員

異動報告



保健婦さん
の

相談室
ねた きり病人

の看 護 法〈 ３〉

も

し
家

庭
に
病

人
が
出
た
場
合

、

あ

な
た

だ
っ

た
ら

ど
の
よ

う
に

看

護
し

ま
す

か

。

病

気

や
け

が
を
治
す
た
め
に
は
、

薬

や
注
射

な

ど
の
治

療
に
加
え
て
、

病
気

と
戦

っ
て

治
ろ

う

と
す

る
力

を
引

き

だ
す
こ

と
も

た

い
せ
つ

で

す

。
病
人

が
そ
の
力

を

じ
ゅ
う

ぶ

ん
発

揮

で
き

る
よ
う

に

、
基
本

的

な
知

識

を
身

に
つ

け
た

い
も

の
で

す

。医

師

か
ら

洗
髪

の
許
可

が
出

て

い
る
病

人
に

は
、
床

に
寝

た

ま
ま

で

も
髪

を
洗

う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

洗
　

髪
　

方
　

法

①

病
人

の
枕

も

と
に

ビ
ニ

ー
ル

と

バ
ス

タ

オ
ル

を
敷

く
。

②

病
人

の
体

を
布
団

の
上

の
端
ま

で
動

か
し

、
え

り
も

と
を

タ

オ

ル
で

お
お

う
。

③

パ
ッ
ド
の
Ｕ

の
字

の
中

央

に
病

人

の
首
を

の
せ

、

ビ
ニ

ー
ル

の

先

を

洗
面

器

の
中

に

入

れ
る
。

④

や
か

ん
に
湯

を

入
れ

、
頭
髪

を

ぬ
ら

す
。

シ
ャ

ン

プ
ー
を

あ

わ

立
て

、
指
先

で

地
肌

を

マ

ッ
サ

ー

ジ
す
る

。

⑤

あ

わ
を
手

で
し

ご
き
落

し

た
あ

と
、
湯

を

そ
そ

ぎ
洗

い
流

す
。

⑥

パ
ッ
ド
を
し
ず
か
に

と
り
除

き
、

髪

を

バ
ス

タ

オ
ル
で

ふ
き

、

ド

ラ
イ

ヤ
ー

で
乾

か
す

。

パ
ッ

ド
の
つ

く
り
方

①

バ
ス
タ
オ
ル
一
枚
を
た
て
二
つ

に
折
り
、
か
た
く
ク
ル
ク
ル
と

巻
く
。

②
ビ
ニ
ー
ル
の
三
角
の
端
に
、
①

の
タ
オ
ル
を
巻
い
た
も
の
を
置

き
、
こ
れ
を
芯
に
し
て
タ
ル
ク

ル
巻
く
。

③
ビ
ニ
ー
ル
の
半
分
く
ら
い
ま
で

き
た
ら
、
そ
れ
を
Ｕ
字
形
に
曲

げ
る
。
×
印
を
洗
た
く
ば
さ
み

で
と
め
、
裹
が
え
し
て
使
う
。

用

意

す

る

も

の

●

バ
ス

タ
オ

ル
二

枚

●

タ
オ
ル
（
小

）二

枚

●
洗
面

器
（
大

）

●

ビ
ニ
ー

ル
（
大

）
二

枚

●

シ
ャ

ン
プ
ー

●

ヘ
ア

ー

ブ
ラ

シ

●

バ
ケ

ツ

●
や

か
ん

電子ジャー

炊 飯 器

●
米
と
ぎ
は
別
な
容
器
で

電
子

ジ
ャ
ー

や
炊

飯
器

の
な

べ

底

に

、

デ
コ

ボ
コ
や

傷
を

つ
け

る

と
、
熱

板

と
の
密

着

が
悪

く
な

り
、

う
ま

く
炊

け
な

く
な

り
ま

す
。
米

と

ぎ
は
、
別

な
容

器

を
使

い
ま
し

内

な

べ
を
本
体

に

入

れ
る
と

き

は
、

な

べ
底

を

よ
く

ふ
き

、
水
滴
・

米

粒

・

ゴ
ミ

が
な

い
か
確

か

め
て

セ

ッ
ト

し

ま
す

。

●
ニ
オ
イ
を
防
ぐ
に
は
…
…

保
温
つ
き
の
炊
飯
器
、
電
子

ジ

ャ
ー
で
は
、
し
ゃ
も
じ
を
入

れ
た

ま
ま
で
保
温
す
る
と
、
い
や
な

二

オ
イ
が
出
ま
す
。

保
温
中
の
ご
飯
の
上
に
、
別
の

冷
や
ご
飯
を
入
れ
た
り
す
る
と
、

い
や
な
ニ
オ
イ
が
出
や
す
く
な
り

ま
す
の
で
注
意
。

電
子

ジ
ャ
ー
の
保
温
限
界
は
、

十
五
時
間
ま
で
で
す
。
十
二
時
間

以
内
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

●
上
手
な
手
入
れ
法

炊
飯
器
、
ジ
ャ
ー
の
内
な
べ
は

使
用
の
つ
ど
、
ス
ポ
ン
ジ
と
洗
剤

で
き
れ
い
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

ご
は
ん
が
こ
び
り
つ
い
た
と
き

も
、
み

が
き
粉
や
ス
チ
ー
ル
タ
ワ

シ
は
使
わ
な
い
こ
と
。

外

が
ま
（
本
体
）
や
熱
板
を
水

に
つ
け
る
と
、
故
障
の
原
因
に
な

り
ま
す
。
汚
れ
は
熱
い
湯
で
し

ば

っ
た
布
で
ふ
き
と
り
ま
す
。

●
カ
ラ
炊
き
に
注
意

早
切
れ
し
て
ご
飯
が
炊
け
な
い

場
合
、
ス
イ

ッ
チ
を
無
理
に
押
し

続
け
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
熱
板
や
な

べ
底
に
異
物

が
付

い
て
い
な
い
か
確

か
め
て
み
ま
し
ょ

な
べ
を
入
れ
ず

に
カ
ラ
炊
き
す
る

と
、
自
動
ス
イ
ッ

チ
の
働
き
が
悪

く

な
り
、
故
障
の
原

因
に
な
り
ま
す
。

上手な電気器具の

使　い　方①

くらしのコーナー1
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国保特別会計

増
え
る
〝
医
療
費
〟

苦
し
い
国
保
財
政

家族の健康管理はお母さんの役目です。

国
民
健
康
保
険
と

国
　
保
　
税

こ
の
と
こ
ろ
、
わ
が
村

の
保
険
給

付
費
は
（
主
に
医

療
費

）
増
え
続
け

の
状
態
で
、
昨
年
度
で
約
二
〇
％

も

伸

び
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
国

民
健
康
保
険
（
以

下
国

保
と
い
う
）
で
医
者
に
か
か
っ

た
場
合
、
医

療
費
の
三
〇
％

は
、
患

者

が
自
分
で
負
担
し
て
支
払
い
ま
す

が
、
残
り

の
七
〇
％

は
い
っ
た
い
だ

れ

が
負
担
す
る
と
お
考
え
で
し
ょ
う

か
。『

多
分
、
国

か
市
町
村

が
負
担
す

る
だ
ろ
う
。
お
れ
た
ち
に
は
関
係
な

い
。』
な
ど
と
考
え
て
い
た
ら
、
と
ん

で
も
な
い
間
違
い
で
す
。

七
〇
％

の
う
ち
、
は
ぼ
四
五
％

は

国

が
負
担
し
ま
す
。
あ
と
の
二
五
％

は
、
国
保
税
と
い
う
形
で
被
保
険
者

で
あ
る
私
た
ち
自
身

が
負
担
し
な
け

れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

村

全
体
の
財
政
は
、
ま
ず
税
金

な

ど
そ
の
年
の
収
入
を
計
算
し
、
そ
れ

に
応

じ
て
そ
の
年

の
事
業
を
計
画
し

ま
す

。
と
こ
ろ
が
、
国
保
の
財
政

は

こ
れ
と
ま
っ
た
く
反
対
の
方
法

を
と

り
ま
す
。
ま
ず
そ
の
年
必
要

な
医
療

費
を
計
算
し

、
そ
れ
に
基

づ
い
て
、

み
な
さ
ん
に
納
め
て

い
た
だ
く
国
保

税

の
額

が
決
め
ら

れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
医
療
費

が
増
え
続
け
る

限
り
、
国
保
税
も
弘
き
上
げ
ら
れ
る

こ

と
に
な
り
ま
す
。
医

療
費

の
節
約

は
、
税
金
の
節
約
に
も
つ
な
が
る
重

要
な
問
題
で
す
。

国保に入るお金　2億6,234万9千円

国・県支出金

148,484千円

(56.6%)

｀国 保 税 … …=

凵3,196 千 円

…

…

…(4･･3｡|･

％)｡

繰越金･その他669千円

国保から出るお金 2億6,234万9千円

保 険 給 付 金 … …I
…
………………i…

…

244,127 千 円(93 ％)

総務費10,766千円4. 1%･

予備費･その他7,456千円

一国 保･ /ｊ



昭
和
五
十
六
年
度

の
国
保
予
算

今
年
の
わ
が
村
の
国

保
予
算

は
、

二
億
六
千
二
百
三
十
四
万

九
千
円
で

す
。こ

の
う
ち
、
国
保
に
加
入
し
て
い

る
村
民
の
み
な
さ
ん

が
納
め
る
国
保

税

は
、
一
億
一
千
三
百
十
九
万
六
千

円
で
、
国

保
会
計
歳
入
の
四
三

こ

％
で
す
。
あ
と
は
国
や
県
の
補
助
金

（
歳
入
の
五

六
・
六
％

）
と
、
そ
の

他

の
財
源
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
国
保
税

を
計
算
す
る
と
、
昭
和
五

十
五
年
度

で
三
万
一
千
四
百
九
十
八
円

の
税
負

担
に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
歳
出
と

し
て
の
医
療
費
は
、
一
人
当
た
り
、

七
万
二

千
百
八
十
三
円
で
す
。
　（
左

の
表
の
と
お
り
）

国
保
税
一
人
当
た
り
負
担
額
よ
り

も
、
四
万

六
百
八
十
五
円
も
多

い
こ

と
が
、
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
と
思

い
ま
す
。

村
と
し
て

も
、
き

び
し
い
国
保
財

政
を
や
り
く
り
し
て
い
る
状
態
で
す
。

と
く
に
、
昭
和
四
十
八
年

か
ら
お
年

寄
り
の
医
療
費

が
無
料
化

さ
れ
ま
し

た
。無

料
化

と
い
う
と
、
国

か
県

が
医

療
費
を
支
払
っ
て
く
れ
る
の
か
、
あ

る
い
は
お
医
者

さ
ん

が
タ
ダ
で
診
て

く
れ
る
の
か
と
思

い
が
ち
で
す

が
、

ポ
ン
ド
は
タ
ダ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

老
人
医
療
費

の
七
〇
％

は
国
保

が
負

担
し
て
い
ま
す
。

医
療
費

が
か
さ
ん
で
、
国
保
財
政

が
苦
し

く
な
れ
ば
、
国
保
税
値
上

げ

と
い
う
形
で
私
た
ち
自
身
に
は
ね
返

っ
て
き
ま
す
。

国

保
は
私
た
ち
の
た
い
せ
つ
な
税

金
で
運
営

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解

し
ま
し
ょ
う
。

な

く

そ

う

医

療

費

の
ム
ダ

医

療
費
増
大
と
国

保
税
値
上
げ
の

イ

タ
チ

ゴ
ッ
コ
は
た
ま
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
以
上

の
国
保
税
値
上

げ
を
防
ぐ

た
め
に
も
、
医

療
費
節
約
を
心

が
け

た
い
も
の
で
す
。

医
療
費
節
約

と
い
う
こ
と
は
、
お

医
者

さ
ん
に
か
か
る
な
、
と
い
う
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
そ
の

か
か
り
方
を
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
、

と
い
う
こ
と
で
す
。

ち
ょ
っ
と
症
状

の
回
復

が
は
か
ば

か
し

く
な

い
と
い
っ
て
、
す
ぐ
他

の

病
院
に
移
る
人

が
い
ま
す
。

病
院
を
か
え
る
ご
と
に
、
同

じ
よ

う
な
診
察
、
検
査
、
処
置
、
投

薬
を

く
り
返
す
わ
け
で
、
そ

の
た

び
に
、

医

療
費

は
二
倍
、
三
倍
と
増
え
て
い

き
ま
す
。
一
度
病
院
を
決
め
た
ら
、

お
医
者

さ
ん
を
信
用
し
、
じ
っ
く
り

と
治
療

の
効
果
を
あ
げ
る
よ
う
に
し

ど
う
し
て
も
そ
の
お
医

者
さ
ん
の

や
り
方

が
納
得
で
き
な
い
、
と
い
う

場
合
の
転
医
は
と
も
か
く
、
簡
単
に

次
か
ら
次
へ
と
病
院
の
（

シ
ゴ
を
す

る
こ
と
は
、
医
療
費
の
ム
ダ
づ
か
い

に
つ
な

が
り
、
あ
な

た
の
負
担
も
多

く
な
り
ま
す
。

深
夜
・
休
日
・
時
間
外
に
診
療
を

う
け

る
と
、
割
増
料
金
を
と
ら
れ
る

こ

と
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
深
夜

と
は
、
夜
の
十
時
か
ら
翌
朝
六
時
ま

で
。
時
間
外
と
は
、
そ
の
病
院
、
診

療
所
に
掲
げ
て
あ
る
診
療
時
間
以
外

の
時
間
で
す
。

急
病
や
ケ
ガ
の
場
合
は
別

と
し
て
、

な
る
べ
く
日
中

に
診
療
を
う
け
る
な

ど
、
私

た
ち
の
心
構
え
し
だ
い
で
、

医
療
費

は
か
な
り
節
約
で
き
そ
う
で

す
。む

ら
で
は
、
胃

ガ
ン
や
子
宮

ガ
ン

の
集
団

検
診
、
レ
ン
ト

ゲ
ン
間

接
撮

影

な
ど
を
行

い
、
村
民
の
健
康
管
理

に
つ
と
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
検

診
を
す
す
ん
で
受

け
、
早
期
発
見

、

早
期
治
療
を
心

が

け
ま
し
ょ
う
。

な
に
よ
り
も
、

ふ
だ
ん
の
健
康
管

理
が
た
い
せ
つ
で

す
。

こ ん な
と き は 14日以内に届け出を

国

保

に
は
い
る
場

合

●転入し てきたとき　　　　 ……………FE[]力ゝ ん

●職場等の健康保険をや めたとき

印 かん・職場等 の健康保険 をやめ た証明 書

●子ども が生まれたとき

印 か ん・母子手帳・保険証

●生活保護をう けなく なっ たとき ………FE卩力ヽ ん

国

保

を
や

め

る場

合

●転出するとき　　　　 ………E卩力ゝ ん・保険証

●職場の健康保険にはいっ たとき

……FEr]ヵヽ ん・両 方の保険証( 職場 の保険証

が未交付 のと きは証明 できるもの)

●死亡したとき

……Fﾐ｢」力ヽ ん・保険証・死亡 を証明 するもの

ｏ生活保護をうけるよう にな ったとき

印 かん・保険証

そ

の

他

●市町村内 で住 所がかわつたとき

印か ん・保険証

●世帯主や氏 名がかわつたとき

…… …………匚｢]力ヽ ん・保険証

●世 帯を わけたり 、いつしよ にし たとき

印か ん・保険証

●保 険証を なく したとき …………………巨[]ヵヽ ん

●高額療養費の支給をうけるとき

印 かん・保険証・医療機関 の領収 書

1
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談話室

語
り
合
う
仲
間
み
つ
け
た

私

か
社

会
人

に

な
っ
て

、
も

う

一
年

に

な
り
ま

し

た
。

そ
れ

と
同

時
に

、
青

年
団

に
入

っ
て

か
ら

も

一
年

が
過

ぎ
よ

う

と
し
て
い
ま
す
。

つ

く

づ
く
、
時

の
流

れ

る
の

は
早

い
と
感

じ
ま
す

。

青

年
団

に
入

り

、
な
に

も

わ
か

ら

な

い
ま

ま

、
い
ろ

い
ろ

な
行

事

に

参
加
し

ま
し

た

。
そ

ん
な
中

で

一

つ

の
行

事

を
行
う

ま

で
の
苦

労

を

知

る
こ

と

が
で

き
ま
し

た
。

夜

遅

く
ま

で
か

か
る
こ

と
も
あ
っ
て
、

つ

ら

い
と
感

じ
る
こ

と

も
あ

り
ま

し

た
。

現

在

あ
ま

り
行
事

も

な
く
、

活

動
し

な

く
な

っ
て

み
る

と
、

た
だ

家

と
会

社

の
往
復

だ
け
の

生
活

に

な
っ

て
し

ま

い
ま
し

た
。

つ
ら

く

て

も

、
夜
遅

く

ま
で

が

ん
ば
っ

て

い

た
と
き

の
ほ
う

が
、
充
実

し

て

い
た

よ
う

に
思
え

る

の
で

す
。

私

の
場

合
、
勤

務
先

や
時

間

的

な
面
で

、
友

だ
ち
と
会

え

る
こ

と

は

め
っ
た

に
あ

り
ま

せ

ん
。
で
も
、

青
年
団

に

入
っ
て

、

た
く

さ
ん

の

友

だ
ち
、
仲

間

が
増

え
ま
し

た

。

ほ
と

ん

ど
、
私

よ
り
年

齢

が
上

の

人

ば
か
り

で
す

が
、
年

齢

の
差

に

関

係

な
く
語

り
合

え

る
こ

と
は

、

と
て

も
す

ば
ら
し

い
こ
と

だ
と
思

い
ま

す
。

そ
の
中

で

い
っ
し

ょ

に

活

動
す

る

の
は
楽

し

い
し

、
勉

強

に
も

な
り

ま
す

。

私

は
初

め
、
青

年
団

に
入

る

の

を

渋

っ
て

い
た

の
で
す

が
、
入

っ

て

し
ま

う

と
、
青

年
団

の
人

た

ち

に
会
う

の

が
楽
し

み

に
な

り
、

次

の
集

ま

り

が
待
ち

遠
し

か

っ
た

り

す

る
こ

と

も
あ
り

ま
す

。
青

年
団

に

入
っ

て
本

当
に

よ

か
っ

た
と
思

い
ま
す

。
青

年
団

で
体

験
し

た

こ

と
は
、

将
来

よ

い
思

い
出
に

な

る

だ
ろ
う

と
思

い
ま

す
。

○中沢・19歳

坂本ひとみ

減

及

吉

崎

慶

次
郎

★
増

及
を

煽
て

て
来
し

に
徒

あ

わ

れ

米
余

り
し

と
減

及

強

い
ら

る

★

田
を
拓

き
米

作
り

来
し

日
も
遠

く

荒

る

る
に
ま

か
す
減

及

の

田
は

★
減

及
に
惑

ふ
長

の
息

稲

田
守

り

吾

に
任

せ
て

出

か
せ

ぎ
に
ゆ

く

★
旧

る
し
息

の
赤

シ
ャ
ツ
着
こ
み

田
の
守
り
に

六

十
路

を
越

ね
吾
で

て

ゆ

く

★
草

豊

け

る
減
及

の

田
の
莠

刈

る

秋

の
稔
り

の
夕

べ
悲
し

く

★
篥

烟

り
辛

く
こ

も
ら

ふ
峡

の

田
に

喉
痛

め
つ
つ
堆

肥

を

つ
く

る

★
稲

黄

立

つ
田
に
囲

ま

れ

る
転
作

の

そ

ば
の

畑
は
夕

映
え

暗
ら
し

★
稲

田
面

に
農

薬

ま

か
む
往
き

来

路
の

自

転
車

踏
み
残

年
思

ふ

★
空

襲

の
折

々
の
中

ひ

た

ぶ
る
に

米
作

り

た

る
手

は
こ

れ

の
手

ぞ

★
食

に
飢

え
に

料
小

売
に

て
遠

か
な

る

人
糞

汲
み

稲

を
作
り
し

偲

ぶ

ヤング
メッセージ
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春
は
新
人
会
員
の
歓
迎
会

ぼ
く
た
ち
中
沢
子
ど
も
会
で
は

今
ま
で

ク
リ
ス
マ
ス
会
や

バ
ス
遠

足
な
ど
の
行
事
を
し
ま
し
た
。

子
ど
も
会
員
は
小
学
三
年
生
か

ら
中
学
二
年
生
ま
で
な
の
で
、
中

学
三
年
生
に
な
っ
た
会
員
を
送
る

会
や
、
小
学
三

年
生
に
な
り
子
ど

も
会
に
加
入
し
た
子
ど
も
た
ち
の

歓
迎
会
な
ど
、
ほ
か
の
子
ど
も
会

に
な
い
こ
と
も
し
ま
し
た
。

駅
伝
大
会
で
は
四
位
。
野
球
大

会
で
は
準
優
勝
。
村
民
体
育
大
会

の
子
ど
も
会
リ
レ
ー
で
は
三
位
。

み
ん
な
で

が
ん
ば
り
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
卓
球
大
会
は
一
勝
も
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ち
ょ
っ

ぴ
り
残
念
で
す
。

中

沢
子

ど
も
会

に

は
、
欠

点

が

二

つ
あ

り
ま

す
。

一
つ

は
、
子

ど
も
会

の
会

議

を

開

く
こ
と
を
全

員
に

知

ら
せ
て
も
、

積

極
的

に
参
加

し

て
く
れ
ま
せ
ん
。

も

う
一

つ

は
、
話
し

合

い
の

最
中

、

う

る

さ
く
し

て
話

を
聞

か

な

い
人

が
い

る
の
で

困

り
ま
す

。

ぼ
く
た

ち
中
学
二

年

生

は
、

ま

だ
ま

だ
わ

か
ら

な

い
こ
と

が
た

く

さ
ん

あ
り

ま
す

。
三
年

生

を
送

る

会

や
新

入
会

員

の
歓

迎
会

で

は
、

ゲ
ー

ム
に
使

う

も

の
を
忘

れ

た
り

し

て

、

ゲ
ー

ム
を
し

な

か
っ

た
り

失

敗

も
あ

り
ま

し

た
。
こ

れ

か
ら

い
ろ

い
ろ

な
行

事

が
あ

る
の
で

、

き
ち

ん

と
決

め
た

い
と

考
え
て

い

ま
す

。

今

年

は
去
年

よ

り
も

い
ろ

い
ろ

な
行

事

が
計
画

さ

れ
て

い
ま

す
。

楽
し

い
中

沢
子

ど
も
会

に
な

る
よ

う

に
、

が
ん

ば
っ

て

い
こ
う

と
思

い
ま
す

。

坂本　敦

会長

中 沢子 ども会

子ども会通信 №7

中沢子ども会世話人

坂 本 睦 子

蓬
田
村
に
子

ど
も
会

が
発
足
し

た
の
は
、
昭
和
四

十
一
年
一
月
。

中
沢
子
ど
も
会
は
、
少
し
遅
れ
て

四
月
に
誕
生
し
ま
し
た
。

当
時
、
世
話
人
は
十
名
ぐ
ら
い

で
し
た
。
公
民
館
の
協
力
で
、
年

々
行
事
も
活
発
に
な
り
、
五
年
ほ

ど
前

か
ら
は
、
子
ど
も
会
員
の
父

母

が
全
員
世
話
人
に
な
っ
て

い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
世
話
は
も
ち

ろ
ん
、
研
修
に
も
み
ん
な
で
参
加

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

中
沢
子
ど
も
会
の
行
事
の
一
つ

と
し
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
会

が
あ
り

ま
す
。
こ
の
日
は
、
来
年
春
か
ら

入
会
す
る
小
学
二
年
生
を
招
待
し
、

子
ど
も
会
の
よ
う
す
を
教
え
ま
す
。

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
変
身
し
た
会

長

が
、
招
待
し
た
子

ど
も
た
ち
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
た
り
、
ゲ
ー
ム

を
し
た
り
、
楽
し
く
一
日
を
過
ご

し
ま
す
。

去
年
初
め
て
、
青
年
団
と
の
合

同
駅
伝
大
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
中
学
生

を
中
心
に
応
援
旗
作
り
を
し

た
り
、

部
落
民
に
も
応
援
を
た
の
み
ま
し

た
。
大
会
後
の
反
省
会
で
は
、
一

人
一
人
の
ス
ピ
ー
チ
も
あ
り
、
成

功
に
終
わ
っ
た
よ
う
で
す
。

今
年
二
月
に
、
部
落
の
行
事
と

し
て
、
昔
の
わ
ら
工
品
作
り
が
あ

り
ま
七
た
。
子
ど
も
会
員
も
参
加

な
　・
　・

し
、
鵆
な
り
を
し
ま
し
た
。
来
年

の
正
月

に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
作

っ
た
し
め
な
わ
が
、
各
家
庭
の
玄

関
に
飾
ら
れ
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

要
望
と
し
て
は
、
小
学
一
、
二

年
生
は
ま
だ
活
動
が
無
理
な
の
で
、

ク
リ
ス
マ
ス
会
や
運
動
会
な
ど
、

特
別
な
行
事
に
参
加

さ
せ
る
方
法

が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
高
校
生
リ

ー
ダ
ー
の
育
成
活
用
も
た
い
せ
つ

で
す
。

私
た
ち
世
話
人
も
研
修
に
積
極

的
に
参
加
し
、
子
ど
も
た
ち
の
活

動
を
暖
か
い
目
で
見
守
っ
て

い
き

た
い
と
思

い
ま
す
。

むかし、ワラ打ちは子どもの日課でした。

談話室15
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昭
和
5
6年
度
農

作

業

協

定

賃

金

20a以上 10~20a未満 10 a未満 未 区 画

耕　　　　起 3,900円 4,290円 4,485円 4,680円

代　 か　き 4,400 4,840 5,060 5,280

荒　　　　代 2,400 2,640 2,760 2,880

植　　　　代 3,200 3,520 3,680 3,840

改良資材散布 500

肥料資材散布 500

田　 植　え 5,700 6,270 6,555 6,840

除草剤散布 500

病害虫防除 500

刈取り・脱穀 14,000 15,400 16,100 16,800

生も み乾燥 7,100

半　 乾　 燥 4,600 ・水分17％以下

育　　　　苗 500 ・１箱当たり

人　 夫　 賃 4,100 ・各地域の習慣作業時間１日当たり

新生活運動を

推進中！

蓬
田
村
新
生
活
運
動
推
進
協

議
会
は
昨
年
十
月
発
足
以
来
、

冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

ま
ず
は

。
ム
リ

ー
ム
ダ
・
ミ

エ
″
の
な
い
暮
ら
し

を
目
指
し

て
、
蓬
田
村
の
現
状
に
あ
っ
た

会
費
制
冠
婚
葬
祭
の
基
準
を
定

め
ま
し
た
。
祝
金
、
香
典
に
つ
い
て
は
、
従
来

の
慣
例
に
と
ら
わ
れ
て

い
る
点
も
あ
り
ま
す
が
、

地
域
ぐ
る
み
の
実
践
活
動
と
し
て
、
し

だ
い
に

効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

部 落名 結 婚 葬 儀 1周忌他

中　 沢 Ｏ回 Ｏ 回 ○回

長　 科 ２ １ １

阿弥陀川 ２ １ １

篷　 田 ０ ２ ０

郷　 沢 １ １ １

瀬辺 地 ０ １ ０

広　 瀬 ２ ２ ０

高　 根 ０ ０

簡素化冠婚葬祭実施回数

あ
と
が
き

中
沢
青
年
会
に
お
じ
ゃ
ま
し
て
考
え

ま
し
た
。
青
年
団
活
動
と
権
現
サ
マ
回

し
は
似
て

い
る
な
あ
。
太
夫

の
役
、
足

の
役
、
タ
イ
コ
打
ち
、
リ
ヤ
カ
ー
引
っ

ぱ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
が
青
年
会
の
中

に
も
ち
や
ん
と
あ
る
。
オ
カ
シ
ラ
だ
け

の
歩

が
ね
権
現
サ
マ
（
活
動
し
な
い
青

年
団

）
よ
り
は
、
多
少
ヘ
タ
ク
ソ
で
も
、

は
ね
回

る
権
現
サ
マ
の
方
が
よ
い
。

戸籍の

窓　口

(蓬田村の人口:4,497人)

こせきの窓口16

２月・３月受付分

○お誕生おめでとうございます。

相坂　友也　（義実・長男）

津島　永平　（永孚・３男）

飯田美沙子　（政義・長女）

久慈　玲子　（武松・長女）

工藤　　貢　（博　・長男）

津島　夕希　（弘行・長女）

川内　哲也　（幸男・２男）

高木真友子　（恆幸・長女）

相馬　竜也　（憲久・２男）

八戸智恵美　（弘幸・長女）

川嶋　春美　（善光・長女）

山館　大地　（正人・長男）

藤田　春馨　（進　・２女）

○ご結婚おめでとうございます。

（盛　　直樹　（広瀬）

三戸恵美子　（青森市）

（福田　修逸　（長科）

長谷川麻利子（浪岡町）

（田中　清一　（広瀬）

関　　朋子　（青森市）

（垣　　泰司　（兵庫県）

坂本　慶子　（中沢）

（八戸　弘樹　（阿弥陀川）

垣原　賀代　（北海道）

（坂本　光彦　（中沢）

斉藤　秀子　（福島県）

（小笠原喜一　（蓬田）

松墅　恵子　（神奈川県）

（坂本　寛蔵　（長科）

相馬ヤエ子　（青森市）

（坂本佐兵衛　（長科）

鎌田美保子　（常盤村）

（柏谷　政次　（蓬田）

仲田きよみ　（沖縄県）

（會谷　弘孝　（阿弥陀川）

高坂　元子　（青森市）

（川内　一三　（青森市）

田中　吉野　（瀬辺地）

（蠣崎　　学　（北海道）

木戸　圭子　（瀬辺地）

（佐井　賢一　（広瀬）

斉藤　和枝　（神奈川県）

（久慈　修一　（広瀬）

奥野るみ子　（青森市）

（田中　清勝　（広瀬）

山口美保子　（青森市）

（蝦名　　勲　（高根）

金子　桂子　（:東京都）

坂本　 良行　 （ 中沢 ）

長 橋　 尚美　 （ 東京 都 ）

木戸　 芳勝　 （ 瀬辺 地 ）

平 良　 京子　 （ 沖縄 県 ）

○お悔み申し上げます

木村　ツマ　（広瀬・81歳）

藤本　ツヨ　（長科・97歳）

北川　いよ　（瀬辺地・73歳）
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